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う
る
う
ど
し

今
年
は
四
年
に
一
度
の
閏
年
、
四
国
霊
場
で
は

遍
路
の
開
祖
と
言
わ
れ
る
衛
門
三
郎
の
故
事
に
由おお

り
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
を
第
八
十
八
番
・
大

く
ぼ
じ

り
ょ
う
ぜ
ん
じ

窪
寺
よ
り
、
第
一
番
・
霊
山
寺
ま
で
を
逆
巡
拝
す

る
お
遍
路
さ
ん
が
増
え
て
い
る
。

え
ば
ら

愛
媛
県
松
山
市
の
恵
原
に
、
衛
門
三
郎
と
い
う

庄
屋
が
居
り
ま
し
た
。
こ
の
衛
門

三
郎
は
大
変
、
欲
深
く
、
土
地
の

人
か
ら
年
貢
を
厳
し
く
取
り
立

て
、
病
気
で
年
貢
を
納
め
る
事
が

出
来
な
け
れ
ば
、
寝
て
い
る
病
人

の
布
団
ま
で
持
っ
て
い
く
始
末
、

百
姓
は
泣
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

丁
度
、
四
国
を
巡
っ
て
お
ら
れ

て
い
た
お
大
師
さ
ま
は
、
こ
の
話

し
を
聞
き
衛
門
三
郎
を
諌
め
諭
さ
ん
と
、
衛
門
三

た
く
は
つ

郎
宅
の
門
に
立
ち
托
鉢
さ
れ
ま
し
た
。

衛
門
三
郎
は
怒
り
「
こ
の
、
ク
ソ
坊
主
め
」
と

て
っ
ぱ
ち

罵
り
、
お
大
師
さ
ま
の
鉄
鉢
を
た
た
き
落
と
し
ま

し
た
。

次
の
日
か
ら
、
衛
門
三
郎
の
八
人
の
子
供
が

次
々
と
亡
く
な
り
ま
し
た
。
衛
門
三
郎
は
自
分
の

非
と
罪
の
深
さ
を
知
り
、
お
大
師
さ
ま
に
心
か
ら

お
詫
び
し
た
い
と
四
国
を
追
い
求
め
、
二
十
回
巡

り
ま
し
た
が
逢
う
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
逆
に
八
十
八
番
・
大
窪
寺
よ
り
巡
拝しょう

す
る
も
、
精
も
根
も
尽
き
果
て
、
第
十
二
番
・
焼

ざ
ん
じ

山
寺
の
麓
で
行
き
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
る

と
、
お
大
師
さ
ま
が
現
れ
衛
門
三
郎
の
罪
を
赦
し

「
衛
門
三
郎
再
来
」
と
書
い
た
小
石
を
握
ら
せ
る

と
、
静
か
に
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。
数
年
後
、

伊
予
の
国
主
、
河
野
家
に
生
ま
れ

た
子
供
の
手
に
、
そ
の
小
石
が
握

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
そ
の
石

は
、
第
五
十
一
番
・
石
手
寺
の
寺

宝
と
し
て
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
故
事
に
由
り
、
逆
巡
拝
が

さ
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
四
年

に
一
度
の
閏
年
、
こ
の
機
会
に
四

国
を
巡
拝
さ
れ
、
お
大
師
さ
ま

直
々
に
お
陰
を
お
受
け
下
さ
い
。

合

掌

発 行 所
〒７７５‐０１０１
徳島県海部郡海陽町浅川
�大師本坊同行二人会
電 話（０８８４）７３－０７４３番
FAX（０８８４）７３－３４０５
編集人 柳 本 明 善

� 教 育 出 版
セ ン タ ー印刷所

http : //www.
sabadaishihonbou.jp/

�大師本坊の
携帯サイトです。

�大師ホームページ
URL
http : //www.sabadaishihonbou.jp
＊ホームページでは�大師
由来、過去の�大師だよ
りの掲載、護摩祈願・ご
供養等のお申し出、また
お線香のご注文等お受け
しております。

松
山
市

伊
藤
一
春
氏
撮
影

四四四四四四四四四四四四
国国国国国国国国国国国国
遍遍遍遍遍遍遍遍遍遍遍遍
路路路路路路路路路路路路

�
	


�
�


焼山寺麓、杖杉庵

（年２回 １・７月発行）�大師だより１ 第７８号（平成２８年７月２１日）�



今
回
の
満
足
行
は
修
行
の
道
場
、
土
佐
の
後
半
か

ら
菩
提
の
道
場
、
伊
予
の
初
め
�
で
あ
る
。

土
佐
霊
場
の
後
半
は
札
所
間
が
遠
い
、
寒
波
と
雨

に
見
舞
わ
れ
修
行
の
道
場
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

し
ょ
う
り
ゅ
う

じ

第
三
十
六
番
・
青
龍
寺
の
上
、
国
民
宿
舎
・
土
佐

に
集
合
、
今
回
の
参
加
者
は
十
七
名
で
あ
る

海
あ
り
山
あ
り
、土
佐
の
へ
ん
ろ
道（
二
月
十
一
日
）

朝
食
前
に
国

民
宿
舎
・
土
佐

の
裏
に
あ
る
第

三
十
六
番
・
青

龍
寺
奥
ノ
院
、

不
動
堂
を
参ほこら

拝
。
小
さ
な
祠

で
あ
る
が
、
掃
除
が
行
き
届
き
篤
く
信
仰
さ
れ
て
い

る
の
が
わ
か
る
。

う

宇
佐
大
橋
の
近
く
、
埋

め
立
地
か
ら
浦
ノ
内
湾
を

巡
航
船
に
乗
る
。
お
大
師

さ
ま
も
認
め
ら
れ
た
海
の

遍
路
道
で
あ
る
。
こ
の
船

は
須
崎
市
営
、
途
中
、
四

ヶ
所
寄
り
道
を
し
、
湾
沿

い
か
ら
通
学
す
る
子
供
達

を
乗
せ
る
。

ほ
と
け
ざ
か
い
わ
ふ
ど
う

横
浪
よ
り
山
越
え
を
し
て
、
番
外
・
仏
坂
岩
不
動

を
参
拝
す
る
。
昔
、
こ
の
コ
ー
ス
が
遍
路
道
で
多
数

の
参
拝
者
で
賑
わ
っ
て
い
た
頃
が
懐
か
し
い
。

だ
い
ぜ
ん
じ

別
格
霊
場
、
第
五
番
・
大
善
寺
は
須
崎
市
内
の
外

あ

わ

や
け
ざ
か

れ
小
�
い
山
の
上
、
安
和
よ
り
焼
坂
遍
路
道
を
登
り

な
か
と

さ
ち
ょ
う

く

れ
え
き

土
佐
の
一
本
釣
り
で
有
名
な
、
中
土
佐
町
久
礼
駅
ま

で
歩
く
。

今
年
も
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
に
逢
え
た

（
二
月
十
三
日
）

朝
か
ら
冷
た
い
雨
、
久
礼
、
大
坂
の
急
登
に
喘
ぎ

な
な
こ
と
う
げ

七
子
峠
、
�
速
道
路
が
出
来
て
寂
れ
て
し
ま
っ
て
い

し
ま
ん
と
ち
ょ
う

る
。
四
万
十
町
か
ら
片
坂
を
下
り
黒
潮
町
（
旧
佐
賀

か
い

な

町
）、
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
、
荷
稲
駅
の
先
ま
で
歩

き
四
万
十
町
（
旧
窪
川
町
）
に
引
き
返
し
、
第
三
十

い
わ
も
と
じ

七
番
・
岩
本
寺
を
参
拝
し
宿
泊
す
る
。
マ
リ
リ
ン
・

モ
ン
ロ
ー
な
ど
が
描
か
れ
た
、
本
堂
の
絵
天
井
が
楽

し
い
。

く
ま
い

明
治
の
ロ
マ
ン
、熊
井
ト
ン
ネ
ル（
二
月
十
四
日
）

い

よ

き

伊
与
喜
駅
か
ら
旧

道
を
歩
き
、
明
治
時

代
に
造
ら
れ
た
煉
瓦

造
り
の
熊
井
ト
ン
ネ

ル
を
歩
く
。
黒
潮
町

佐
賀
よ
り
雄
大
な
太

平
洋
、
昨
日
の
天
候

い
り
の

で
大
荒
れ
井
ノ
岬
か
ら
旧
大
万
町
、
入
野
松
原
か
ら

ふ
た
み

双
海
ま
で
歩
く
。

四
万
十
川
の
河
口
を
渡
る（
二
月
十
五
日
）

朝
か
ら
風
が
強
く
冷
え
込
ん
で
く
る
。
四
万
十
川
の

河
口
、下
田
よ
り
対
岸
の
初
崎
ま
で
救
命
胴
衣
を
着
け
、

い

づ

た

し
も

か

え

渡
し
舟
に
乗
る
。
伊
豆
田
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
下
ノ
加
江

く

も

も

か
ら
久
百
々
、
大
岐
の
浜
ま
で
歩
く
、
雪
が
舞
い
風
の

冷
た
い
一
日
で
あ
っ
た
。

お
お
ぎ
は
ま

渚
の
遍
路
道
、
大
岐
浜
（
二
月
十
六
日
）

白
砂
青
松
、
一
・
四
㎞

の
大
岐
の
浜
を
歩
く
。
渚

の
遍
路
道
で
あ
る
。
砂
浜

に
自
分
の
願
い
事
を
書
き

り
ゅ
う
す
い

波
が
流
し
て
く
れ
る
流
水

か
ん
じ
ょ
う

灌
頂
の
儀
式
が
出
来
る
浜

い

ふ

り

く
ぼ
つ

で
あ
る
。
以
布
利
、
窪
津

と
歩
き
、
第
三
十
八
番
・

こ
ん
ご
う
ふ
く
じ

あ
し
ず
り
み
さ
き

金
剛
福
寺
、
足
摺
岬
の
突
端
に
位
置
す
る
金
剛
福
寺

は
、
お
坊
さ
ん
が
見
果
て
ぬ
観
音
浄
土
に
旅
立
っ
た

ほ

だ
ら
く
と
か
い

補
陀
楽
渡
海
の
寺
で
あ
る
。

さ

が

山
門
に
は
嵯
峨
天
皇

が
書
か
れ
た
と
言
う

「
補
陀
楽
東
門
」
の
額

が
架
か
る
。
岬
を
西
廻

り
に
松
尾
、
中
浜
と
歩

く
。
中
浜
で
は
ジ
ョ
ン

万
次
郎
の
生
家
を
見
物

す
る
。南

国
土
佐
に
雪
が
舞
う
（
二
月
十
七
日
）

今
回
の
満
足
行
の
後
半
、
疲
れ
、
足
の
故
障
、
体

調
不
良
者
が
出
て
く
る
。
土
佐
清
水
市
か
ら
再
び
、

し
ん
ね
ん
あ
ん

久
百
々
、
下
ノ
加
江
と
歩
き
市
野
瀬
の
真
念
庵
を
参

拝
、
江
戸
時
代
、
遍
路
の
案
内
本
、
道
し
る
べ
石
を

建
て
、
今
の
遍
路
ブ
ー
ム
の
中
興
の
祖
、
真
念
上
人

が
晩
年

に
暮
ら

し
た
庵

で
あ
る
。

山
ま
た

山
の
三

か
み
な
が
た
に

原
村
に
入
り
上
長
谷
ま
で
歩
く
。

真
念
さ
ん
の
歩
か
れ
た
、地
蔵
峠（
二
月
十
八
日
）

非
常
に
冷
た
い
朝
、
今
に
残
る
真
念
さ
ん
の
道
し
る

べ
石
に
導
か
れ
、
地
蔵
峠
を
越
え
西
の
谷
大
師
堂
か
ら

す
く
も

し

え
ん
こ
う
じ

宿
毛
市
寺
山
、
第
三
十
九
番
・
延
光
寺
を
参
拝
し
宿
毛

市
内
の
ホ
テ
ル
に
入
る
。

歴
史
の
街
道
、
松
尾
峠
（
二
月
十
九
日
）

宿
毛
市
内
の
ホ
テ
ル
よ
り
ラ
イ
ト
片
手
に
貝
塚
よ

お
お
ふ
か
う
ら

り
山
登
り
、
大
深
浦
よ
り
松
尾
峠
に
登
る
。
こ
の
峠

は
伊
予
か
ら
土
佐
へ
の
重
要
な
街
道
で
あ
っ
た
。
愛

み
ち
く
ら

み
し
ょ
う

南
町
一
本
松
か
ら
満
倉
、
御
荘
、
菩
提
の
道
場
、
伊

か
ん
じ
ざ
い
じ

予
の
最
初
の
札
所
、
第
四
十
番
・
観
自
在
寺
に
昼
過

う
ち
う
み

ぎ
に
着
く
。
愛
南
町
内
海
ま
で
頑
張
っ
て
歩
く
。

か
し
わ
ざ
か

柏
坂
よ
り
絶
景
、
宇
和
の
海
を
望
め
ず

（
二
月
二
十
日
）

朝
か
ら
雨
、
内
海
か
ら

標
�
四
百
六
十
ｍ
の
柏
坂

へ
ん
ろ
道
を
登
る
。
途

の
ぐ
ち
う
じ
ょ
う

中
、
野
口
雨
情
の
句
碑
に

癒
さ
れ
る
。
宇
和
島
市
、

旧
津
島
町
に
下
り
市
内
、

い
わ
い
の

も
り

祝
森
ま
で
歩
き
、
津
島
に

し

し
ぶ
ん
ろ
く

帰
り
獅
子
文
六
ゆ
か
り
の
大
畑
旅
館
に
宿
泊
す
る
。

修
行
の
道
場
よ
り
、
菩
提
の
道
場
へ

（
二
月
二
十
一
日
）

最
終
日
、
宇
和
島
駅
の

近
く
、
小
高
い
山
の
上
に

あ
る
別
格
霊
場
、第
六
番
・

り
ゅ
う
こ
う
い
ん

龍
光
院
を
参
拝
。
昼
過
ぎ

り
ゅ
う
こ
う
じ

第
四
十
一
番
・
龍
光
寺
を

参
拝
し
、
第
四
十
二
番
・

ぶ
つ
も
く
じ

仏
木
寺
と
参
拝
す
る
。
今

回
は
こ
こ
で
打
ち
止
め
と
す
る
。

二
月
の
遍
路
は
寒
さ
と
雨
、
今
回
は
二
名
が
イ
ン

か
か

フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
っ
て
し
ま
っ
た
。
幸
い
大
過
は
な

か
っ
た
が
、
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
言
う
事

を
実
感
し
た
。

合
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満
足
行
は
い
つ
も
同
じ
時
季
、
場
所
か
ら
始
ま
り

終
わ
る
巡
拝
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

し
ん
ら

そ
の
時
の
自
分
の
体
調
、
精
神
状
態
を
含
め
森
羅

ば
ん
し
ょ
う

万
象
が
常
に
変
化
し
て
い
る
か
ら
、
毎
回
、
新
鮮
な

気
持
ち
で
巡
拝
で
き
る
。
そ
れ
が
継
続
で
き
る
秘
密

で
あ
る
。

は
な
が
と
う
げ

歯
長
峠
へ
ん
ろ
道
は
崩
落（
六
月
十
七
日
）

ぶ
つ

第
四
十
二
番
・
仏

も
く
じ

木
寺
よ
り
歩
き
始
め

る
、
歯
長
峠
の
へ
ん

ろ
道
は
通
行
不
能
、

歯
長
ト
ン
ネ
ル
を
抜

せ
い

よ

し

け
る
と
西
予
市
宇め
い
せ
き

じ

和
、第
四
十
三
番
・
明
石
寺
、
深
い
木
立
に
囲
ま
れ

た
境
内
は
深
遠
な
雰
囲
気
、
明
石
寺
よ
り
山
越
え
を

う

の
ま
ち

の
ぶ
さ
と

と
さ
か
と
う
げ

し
て
古
い
屋
並
の
卯
之
町
、
信
里
か
ら
鳥
坂
峠
の
へ

お
お
ず

し

ん
ろ
道
を
登
り
大
洲
市
に
入
る
。

し
ゅ
っ
せ
き
じ

開
創
千
三
百
年
の
出
石
寺（
六
月
十
八
日
）

別
格
霊
場
、
第
七

し
ゅ
っ
せ
き
じ

番
・
出
石
寺
に
は
大

洲
市
平
野
、
沼
田
よ

り
登
る
。
夏
草
が
繁

り
足
元
が
悪
い
。
標

高
八
〇
〇
ｍ
の
山
上

に
大
伽
藍
が
広
が
る
。

橋
下
、お
大
師
さ
ま
と
再
会（
六
月
十
九
日
）

ひ
じ
か
わ

朝
か
ら
雷
と
大
雨
、
肱
川
沿
い
に
歩
き
別
格
霊
場

と

よ

が
は
し

第
八
番
・
十
夜
ヶ
橋
大
師
堂
を
参
拝
す
る
。

う
ち
こ
ち
ょ
う

内
子
町
か
ら
国
道
三
七
九
号
線
に
入
り
、
ノ
ー
ベ

ル
文
学
賞
受
賞
の
大
江
健
三
郎
さ
ん
の
生
家
が
有
る

大
瀬
を
過
ぎ
、
突
合
せ
の
近
く
ま
で
歩
く
。

大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ
る（
六
月
二
十
日
）

ひ
わ
た

突
合
せ
よ
り
鴇
田

と
う
げ峠
遍
路
道
を
歩
く
。

ほ
ん
な
る

み
や
な
る

本
成
、宮
成
と
歩
き

標
高
七
九
〇
ｍ
の
鴇

田
峠
を
越
え
る
と
、

久
万
�
原
町
、
杉
の

だ
い

大
木
に
囲
ま
れ
た
豪
荘
な
山
門
の
第
四
十
四
番
・
大

ほ
う
じ

宝
寺
を
参
拝
す
る
。

い
わ
や

じ

岩
屋
寺
は
山
全
体
が
境
内（
六
月
二
十
一
日
）

今
日
も
大
雨
警

報
、
大
宝
寺
よ
り
山

越
え
、第
四
十
五
番
・

岩
屋
寺
へ
の
登
り
八

丁
坂
の
遍
路
道
は
川

と
な
っ
て
い
る
。

岩
屋
寺
は
不
動
明
王
の
行
場
の
寺
、
岩
山
を
背
景

に
南
画
的
風
景
が
広
が
る
。
打
ち
戻
り
は
畑
野
川
よ

た
か
の

り
高
野
に
登
り
西
明
神
に
出
る
。

修
験
道
と
衛
門
三
郎
の
寺（
六
月
二
十
二
日
）

じ
ょ
う

二
・
六
㎞
の
三
坂
峠
を
下
る
と
第
四
十
六
番
・
浄

る

り

じ

う
っ
そ
う

瑠
璃
寺
、
鬱
蒼
と
繁
っ
た
木
立
の
中
に
本
堂
、
大
師

や
さ
か
じ

堂
、幽
玄
な
霊
気
が
漂
う
。第
四
十
七
番
・
八
坂
寺
、

四
国
遍
路
の
開
祖
、
衛
門
三
郎
縁
の
別
格
霊
場
、
第

も
ん
じ
ゅ
い
ん

九
番
・
文
殊
院
、
ま
た
、
衛
門
三
郎
が
最
初
に
札
を

ふ
だ
は
じ
め

納
め
た
札
始
大
師
堂

し
げ
の
ぶ
が
わ

は
近
い
、
重
信
川
を

渡
り
第
四
十
八
番
・

さ
い
り
ん
じ

西
林
寺
を
参
拝
し
、

じ
ょ
う

ど

第
四
十
九
番
・
浄
土

じ寺
ま
で
参
拝
す
る
。

い
し
て

じ

石
手
寺
は
ミ
ス
テ
リ
ア
ス（
六
月
二
十
三
日
）

第
五
十
一
番
・
石
手
寺
の
境
内
に
は
「
戦
争
法
反

対
」「
不
刹
生
」
の
看
板
、
他
の
寺
と
は
違
っ
た
趣
、

本
堂
の
裏
山
に
は
地
下
通
路
が
繋
が
っ
て
い
る
。

た
い
さ
ん
じ

第
五
十
二
番
・
太
山
寺
は
山
全
体
が
境
内
、
端
正

え
ん
み
ょ
う

じ

な
国
宝
の
本
堂
が
目
映
い
。
第
五
十
三
番
・
円
明
寺

を
参
拝
す
る
。

心
な
ご
む
、瀬
戸
内
海
の
風
景（
六
月
二
十
四
日
）

国
道
一
七
九
号
線

を
瀬
戸
内
海
沿
い
に

歩
き
、
今
治
市
、
第

え
ん
め
い
じ

五
十
四
番
・
延
命
寺

を
参
拝
す
る
。

料
理
と
温
泉
で
癒
す
（
六
月
二
十
五
日
）

二
十
四
日
は
第
五
十
八

番
・
仙
遊
寺
の
宿
坊
に
宿

泊
す
る
。
昨
日
の
延
命
寺

よ
り
歩
き
、第
五
十
五
番
・

な
ん
ぼ
う
こ
う

南
光
坊
、
第
五
十
六
番
・

た
い
さ
ん
じ

泰
山
寺
、
第
五
十
七
番
・

え
い
ふ
く
じ

栄
福
寺
、
第
五
十
八
番
・

仙
遊
寺
、
第
五
十
九
番
・

こ
く
ぶ
ん
じ

国
分
寺
を
打
つ
。

よ
こ
み
ね
じ

汗
が
ほ
と
ば
し
る
横
峰
寺（
六
月
二
十
六
日
）

こ
う
り
ゅ
う

じ

最
終
日
、
別
格
霊
場
、
第
十
番
・
興
隆
寺
、
第
十

い
き
き

じ
ぞ
う

一
番
・
生
木
地
蔵
の
参
拝
を
次
回
に
す
る
。
今
回
の
ゆ
な
み

ハ
イ
ラ
イ
ト
、
第
六
十
番
・
横
峰
寺
の
参
拝
、
湯
浪

よ
り
二
㎞
の
登
り
に
汗
を
か
く
。
そ
の
日
、
横
峰
寺

し
ん
ざ
ん
し
き

は
住
職
の
交
替
式
、
晋
山
式
の
お
め
で
た
い
日
で

こ
う
お
ん

じ

あ
っ
た
。
第
六
十
一
番
・
香
園
寺
の
奥
ノ
院
に
下

り
、
香
園
寺
を
参
拝

し
今
回
の
満
足
行
を

終
え
る
。

十
日
間
中
、
七
日

の
雨
で
あ
っ
た
が
、

ま
た
新
た
な
る
元
気

を
い
た
だ
い
た
巡
拝
で
あ
っ
た
。

合

掌

同

行

者

十
七
名

（
一
部
参
加
者
を
含
む
）

修
行
日
数

十
日
間

歩
行
距
離

二
四
八
・
八
㎞

「
私
の
満
足
行
」

神
奈
川
県
平
塚
市

天

城

和

美

十
日
間
に
及
ぶ
満
足
行
で
は
、
時
に
厳
し
い
状
況

に
遭
遇
し
ま
す
。

明
け
き
ら
ぬ
暗
い
山
道
を
、
懐
中
電
灯
を
頼
り
に

歩
い
た
り
、
濁
流
が
溢
れ
た
道
な
き
道
を
歩
い
た

り
、
生
い
茂
る
草
木
を
掻
き
分
け
な
が
ら
歩
い
た
り

も
し
ま
す
。
長
い
道
の
り
の
行
を
終
え
た
後
、
何
気

な
い
言
葉
に
心
が
動
か
さ
れ
ま
す
。

「
ま
た
来
て
下
さ
い
ね
！
」
と
言
う
地
元
の
人
の

暖
か
な
言
葉
に
。

「
寒
暖
差
の
大
き
い
日
々
で
す
が
、
お
身
体
大
切

に
！
」
と
言
う
機
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
。

や
さ
し
い
言
葉
に
心
の
底
か
ら
満
足
感
が
湧
き
あ

が
り
、
涙
を
誘
う
の
で
す
。

ピ
ュ
ア
な
気
持
ち
に
な
れ
る
、
こ
れ
が
私
の
「
満

足
行
」
で
す
。

合

掌

人
生
即
遍
路
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第
十
三
回
、
パ
ー
ト
�

平
成
二
十
八
年
六
月
十
七
日
よ
り

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
六
日

十夜ヶ橋のお大師さん

第４４番・大寶寺山門第４５番・岩屋寺本堂

第４９番・浄土寺本堂第５４番・延命寺本堂第５８番・仙遊寺の精進料理

第６０番・横峰寺本堂

ブログ「�大師本坊
歩き遍路・沙門明善」

＊満足行修行の道中日記や写真をブ
ログで更新しています。ご覧下さ
い。

第４３番・明石寺で参加者

（年２回 １・７月発行）�大師だより３ 第７８号（平成２８年７月２１日）�



百
八
ヶ
寺
、
百
八
回
の
ご
祈
願

�
�
�
�
�
�
��

	


�
�


平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
六
日（
水
）〜

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
六
日（
土
）

十
一
日
間

第
十
三
回
、
満
足
行
パ
ー
ト
５
は
、
第
六
十
二
番
・

宝
寿
寺
よ
り
第
八
十
三
番
・
一
宮
寺
、（
別
）十
番

興
隆
寺
、（
別
）十
九
番
・
香
西
寺
ま
で
歩
い
て
巡

拝
致
し
ま
す
。

お
四
国
を
お
参
り
し
た
く
て
も
出
来
な
い
方

歩
い
て
お
参
り
し
た
く
て
も
出
来
な
い
方

あ
な
た
に
代
わ
り
歩
き
、
お
願
い
事
を
百
八
ヶ
寺

の
御
宝
前
に
て
お
大
師
さ
ま
に
お
願
い
、
ご
祈
願

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�
�
�
��

�
�
�
��

�
�
�
�
�

※
代
参
ご
祈
願
ご
希
望
の
方
は
十
一
月
十

日
ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
代
参
巡

拝
後
ご
祈
願
札
を
お
授
け
致
し
ま
す
。

日 時 平成２８年１１月１６日（水）～
平成２８年１１月２６日（土）１１日間

集 合 平成２８年１１月１５日（金） 午後５時
西条市、しこくや

巡 路 第６２番・宝寿寺～第８３番・一宮寺
（別）１０番・興隆寺～（別）１９番・香西寺

（歩行距離 ２５６．９㎞）

参加ご希望の方は巡拝資料、申込書をお送り致します。

������� !�"#$����%&!�'	()
*+,-.�/0����1�'2'��30456

※参加申し込み〆切日 平成２８年１０月１９日

参 加 料

１０，０００円

�789:

;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<00000000000000000000000000000
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B
C
�
D
E
F
G

H�

F
I�

J
K
L�

M
N�

H
O
��

仏
教
で
は
苦
し
み
の
根
源
、
迷
い
や
煩
悩
を
「
無
明
・
む
み
ょ
う
」
と
言
い
ま
す
。
炎
は
不
浄
を

燃
や
し
魔
を
除
き
浄
化
し
て
清
め
る
働
き
を
し
ま
す
。
光
明
は
人
が
煩
悩
の
暗
闇
か
ら
脱
却
す
る
た

め
の
道
を
明
る
く
照
ら
し
、
仏
の
智
慧
と
救
い
を
現
し
ま
す
。
こ
の
献
灯
を
供
え
る
こ
と
が
明
か
り

を
頼
り
に
現
世
の
私
達
の
も
と
へ
導
か
れ
、
智
慧
を
以
て
悟
り
を
得
る
手
助
け
と
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

おお
彼彼
岸岸
はは
年年
二二
回回
、、
春春
分分
のの
日日
とと
秋秋
分分
のの
日日
をを
（（
ちち
ゅゅ
うう
にに
ちち
））
とと
しし
前前
後後
のの
三三
日日
をを
合合
わわ

せせ
たた
七七
日日
間間
をを
いい
いい
まま
すす
。。

ここ
のの
日日
はは
昼昼
とと
夜夜
のの
長長
ささ
がが
同同
じじ
とと
なな
りり
、、
仏仏
教教
でで
はは
「「
迷迷
いい
」」
とと
「「
ささ
とと
りり
」」
のの
境境
地地
でで

ああ
りり
「「
現現
世世
」」
とと
「「
浄浄
土土
」」
のの
接接
すす
るる
日日
とと
いい
わわ
れれ
迷迷
いい
のの
ここ
のの
世世
界界
かか
らら
、、
川川
のの
向向
ここ
うう
岸岸

のの
悟悟
りり
のの
世世
界界
にに
渡渡
るる
たた
めめ
のの
教教
ええ
（（
六六
波波
羅羅
蜜蜜
））
をを
守守
りり
、、
日日
々々
のの
行行
いい
をを
慎慎
むむ
のの
がが
本本
来来

のの
彼彼
岸岸
のの
意意
味味
でで
すす
。。


�
�
�
�
�

【【
布布
施施
】】
他他
人人
へへ
施施
しし
すす
るる
ここ
とと

【【
忍忍
辱辱
】】
不不
平平
不不
満満
をを
言言
わわ
ずず
耐耐
ええ
忍忍
ぶぶ

【【
禅禅
定定
】】
心心
をを
安安
定定
ささ
せせ
るる
ここ
とと

【【
持持
戒戒
】】
戒戒
をを
守守
りり
、、
反反
省省
すす
るる
ここ
とと

【【
精精
進進
】】
精精
進進
努努
力力
すす
るる
ここ
とと

【【
智智
慧慧
】】
真真
実実
をを
みみ
るる
智智
慧慧
をを
働働
かか
せせ
るる

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
 
!
"

本本
来来
はは
毎毎
日日
心心
がが
けけ
るる
事事
でで
すす
がが
、、
日日
頃頃
はは
忙忙
しし
くく
実実
行行
でで
きき
なな
いい
まま
でで
もも
春春
とと
秋秋
のの
年年
二二

回回
くく
らら
いい
はは
六六
波波
羅羅
蜜蜜
をを
実実
践践
しし
、、
自自
然然
のの
恵恵
みみ
をを
たた
たた
ええ
生生
物物
をを
慈慈
しし
みみ
、、
生生
かか
ささ
れれ
てて
いい

るる
私私
たた
ちち
がが
、、
ごご
先先
祖祖
ささ
まま
にに
対対
すす
るる
感感
謝謝
のの
気気
持持
ちち
でで
ごご
供供
養養
下下
ささ
いい
。。

PQRS�TUVWPXYS��ZV.[

傷害保険料、渉外費に充当

※奉納経料金、宿泊代、昼食代は
各自、個人負担

第１３回

（平成２８年７月２１日）第７８号 ４��大師だより（年２回 １・７月発行）



お
不
動
様
の
お
力
に

お
す
が
り
し
て

あ
ま
ね
く
悪
を
退
け

本
当
の
幸
福
と
い
う
名
の

功
徳
を
つ
か
ん
で

頂
き
た
い
の
で
す

護護
摩摩
堂堂
内内
にに
奉奉
安安
・・
永永
代代
にに
ごご
祈祈
願願
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。
身身
丈丈
５５４４
��

重重
ささ
８８
��

宮
城
県

伊
藤
喜
壽
雄

兵
庫
県

内
海

妙
心

宮
下

友
一

長
崎
県

宮
下

和
子

香

港

馬
騰
峯
合
家

香

港

林

端
儀

平
成
二
十
七
年
十
二

月
一
日
よ
り
平
成
二

十
八
年
六
月
三
十
日

ま
で
に
お
花
代
、
お

供
え
と
し
て
奉
納
さ

れ
た
方
で
す
。
こ
こ

に
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
期
間
以
外
の
方

は
こ
こ
に
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

（
敬
称
略
）

愛
知
県

�
山

武
男

愛
知
県

�
山

定
枝

愛
知
県

�
山
美
千
代

愛
知
県

石
原

貴
代

三
重
県

渡
辺
ア
サ
子

二
体

福
岡
県

小
田

利
夫
二
体

香
川
県

浮
田
ト
シ
子

福
岡
県

小
田

利
夫

佐
賀
県

桑
原

高
士

第
六
十
二
番

宝
寿
寺

大
阪
府谷

良

子

愛
媛
県森

満

廣

福
岡
県藤

野

幸

子
三
口

第
六
十
七
番

大
興
寺

宮
城
県冨

澤

英

子

福
島
県塩

澤

雅

規

東
京
都塩

澤

弘

一

塩

澤

美
智
子

徳
島
県塩

澤

眞

睦

福
岡
県石

松

ツ
ギ
ノ

石

松

政

信

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一

日
よ
り
平
成
二
十
八
年
六

月
三
十
日
ま
で
に
奉
納
祈

願
さ
れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

ご祈願 願主奉納料
金 参拾萬圓也

大大

不不

動動

明明

王王

願願

主主

ごご

芳芳

名名

千千

体体

地地

蔵蔵

尊尊

願願

主主

ごご

芳芳

名名
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�
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壱
万
円

あ
な
た
の
お
願
い
事
を
、
檀
木
に
浄

写
し
て
大
柴
燈
護
摩
修
行
に
て
、
ご
祈

念
お
焚
き
上
げ
致
し
ま
す
。

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
三
十
本
お
集
ま
り

次
第
、
〆
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
了
承
の
程
。

※
お
電
話
に
て
承
り
ま
す
。お
申
し
出
下
さ
い
。

不不
動動
明明
王王
・・
地地
蔵蔵
尊尊

ごご
浄浄
財財
ごご
芳芳
名名
（（
一一
万万
円円
以以
上上
））


�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
��

�

�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

不
動
洞
内
、八
十
八
ヶ
所
各
霊
場
ご
宝
前
に
立
体
的
な
蓮
華
台
を
設
置
。

蓮
の
華
に
い
だ
か
れ
な
が
ら
、
お
砂
ふ
み
修
行
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
、
私
た
ち
は
ご
先
祖
様
の
尊
い
ご
縁
で
生
か
さ
れ
て
お
り
、ま
た
毎
日

あ
ら
ゆ
る
力
の
お
か
げ
で
生
活
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
尊
い
お
か
げ
の
心

を
ご
供
養
す
る
お
気
持
ち
で
蓮
華
台
奉
納
の
お
申
し
出
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
奉
納
供
養
は
一
口
壱
万
円
と
し
各
霊
場
側
面
に
府
県
名
、
ご
芳
名
を

記
し
永
代
に
ご
供
養
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

合

掌

一
口－

壱
万
円

※
一
人
何
口
で
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

永
代
ご
祈
願
大
不
動
明
王

（年２回 １・７月発行）�大師だより５ 第７８号（平成２８年７月２１日）�



千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千
枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚枚
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千
八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八
百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百
円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円

千
葉
県秋

谷

光

枝

東
京
都塩

澤

眞

睦

福
井
県岡

山

善

子

岐
阜
県藤

江

千
鶴
子

二
体

愛
知
県長

谷
川

誠

次

岡
山
県玉

木

ク
ニ
ヱ

広
島
県大

石

政

典

大

石

知

子

福
岡
県中

島

梨

菜

荒

木

伸

彦

香
港

陳

萬

底

曾

雪

鳳

香
港

梁

国

光

黄

妹

順

李

衍

慶

黄

志

強

馬

誠

聰

何

玉

娥

梁

麗

�

琴

洪

慧

妍

林

嘉

榮

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

よ
り
平
成
二
十
八
年
六
月
三

十
日
ま
で
に
奉
納
祈
願
さ
れ

た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

一
願
一
体

弐
万
円

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

ごご
病病
気気
のの
方方
のの
快快
復復
をを
願願
いい
、、
子子
宝宝
、、
出出
産産
、、
試試
験験

等等
のの
諸諸
願願
成成
就就
のの
たた
めめ
、、
亡亡
くく
なな
らら
れれ
たた
方方
のの
慰慰
霊霊

鎮鎮
魂魂
のの
為為
、、
様様
々々
なな
願願
いい
をを
鶴鶴
にに
込込
めめ
てて
、、
願願
いい
をを

成成
就就
下下
ささ
いい
。。

�
大
師
・
多
宝
塔

一
羽

千
円

�
大
師
で
は
皆
様
の
願
い
、
壱
萬
人
の
想
い
を
募
り
般
若
心
経
の
書
か
れ
た
紙

に
、
願
い
を
込
め
て
折
っ
て
戴
い
た
鶴
「
壱
萬
羽
鶴
」
の
ご
奉
納
祈
願
を
発
願
致

し
ま
し
た
。

皆
様
の
お
願
い
事
を
般
若
心
経
・
多
宝
塔
の
観
音
様
に
お
伝
え
し
、
飛
天
さ
ん

に
天
空
界
へ
と
届
け
て
戴
き
ま
す
。

「
お
願
い
事
、
お
名
前
を
書
き
、
一
折
、
一
折
に
想
い
と
祈
り
を
込
め
て
一
羽
の

鶴
を
完
成
さ
せ
て
下
さ
い
。」

�
�
�

��

�
�
�
�

平
成
２５
年
１１
月
３
日
よ
り
平
成
２８
年
６
月
３０
日
ま
で
の
累
計
で
す
。

（平成２８年７月２１日）第７８号 ６��大師だより（年２回 １・７月発行）



北
海
道篭

瀬

枝
美
子

千
葉
県林

和

子

東
京
都大

松

慈

永

（
代
表
）

飯

島

睦

子

富
山
県原

節

子

愛
知
県伊

藤

富

子

大
阪
府

（
代
表
）

野

村

妙

観

兵
庫
県松

浦

幸

子

市

村

明

子

岡
山
県井

上

信

子

愛
媛
県綱

崎

俊

彦

香
港

（
代
表
）ア

ラ
ン
・
ラ
イ

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一

日
よ
り
平
成
二
十
八
年
六

月
三
十
日
ま
で
に
奉
納
祈

願
さ
れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

宮
城
県伊

藤

喜
壽
雄

伊

藤

と
よ
子

伊

藤

直
穂
子

千
葉
県村

上

誠

司

村

上

潤

子

広
島
県�

田

尚

広
島
県�

田

郁

子

兵
庫
県玉

村

昭

夫

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一

日
よ
り
平
成
二
十
八
年
六

月
三
十
日
ま
で
に
奉
納
祈

願
さ
れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

ごご
奉奉
納納
文文
字字
数数

現現
在在

�
�
�
�
�
�

般般
若若
心心
経経
塔塔
ごご
浄浄
財財

ごご
芳芳
名名
（（
一一
万万
円円
以以
上上
））

「「
壱壱
千千
文文
字字
」」ごご
奉奉
納納

願願

主主

ごご

芳芳

名名

般
若
心
経

多
宝
塔

お
写
経
奉
納
の
お
願
い

�
大
師
本
坊
で
は
ご
信
者
の
皆
様
、
ご
参
拝
の
方
々
の

お
写
経
を
多
宝
塔
に
奉
納
致
し
ま
す
。

皆
様
の
お
写
経
奉
納
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
写
経
奉
納
の
方
は
お
送
り
下
さ
い
。
お
申
し
出
い
た

だ
い
た
お
写
経
は
多
宝
塔
に
奉
納
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。奉

納
お
写
経
用
紙
を
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
下
さ

い
、
お
送
り
し
ま
す
。

心経塔（多宝塔）

お
写
経
用
紙

（
三
十
枚
つ
づ
り
）

一
冊

千
円

荷
具
送
料

三
百
円

お
写
経
奉
納
料

一
巻（
一
枚
）千
円

�
�
�
�
�

�
�
	�



�
�
�

右
記
の
巻
数
は
、
平
成
二
年
十
二
月
一
日
よ
り

平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日
ま
で
の

累
計
で
す
。

壱壱
千千
文文
字字
ごご
奉奉
納納

二
六
六
文
字
ご
奉
納

兵
庫
県玉

村

昭
夫

般般
若若
心心
経経
掛掛
けけ
軸軸
・・
永永
代代
奉奉
安安

一
霊

参
拾
万
円

般
若
心
経
、
観
音
さ
ま
を
浄
写
し
て
、
戒
名
を
お
書
き
し
ま
す
。
掛
け
軸
に
表
装
し
て
年
二
回
の

飛
天
ご
開
帳
法
要
に
て
御
供
養
申
し
上
げ
、
多
宝
塔
内
に
永
代
に
奉
安
致
し
ま
す
。

※
ご
希
望
の
方
は
、
お
申
し
出
下
さ
い

（年２回 １・７月発行）�大師だより７ 第７８号（平成２８年７月２１日）�



十
一
月
二
日（
水
）

「
大
祭
、
前
夜
祭
」

午
後
七
時
よ
り

飛
天
の
研
究
、
第
一
人
者
で
あ
り
画
家
・
吉
永
邦
治
師
が
心
魂
を
注
ぎ
三
年
の

月
日
を
か
け
完
成
さ
せ
た
、
飛
天
の
ご
開
帳
結
縁
法
要
を
執
り
行
い
ま
す
。

法
要
後
に
は
塔
内
に
入
り
、
飛
天
さ
ま
と
結
縁
を
結
ん
で
戴
き
ま
す
。

ど
う
か
、
こ
の
機
会
に
飛
天
曼
荼
羅
空
間
を
ご
体
感
下
さ
い
。

※
宿
泊
予
約
は
十
月
二
十
日
ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

ご
法
礼
大
祭
十
一
月
三
日（
木
）

文
化
の
日

■
行

事

水
琴
千
体
地
蔵
尊
御
供
養

（
駐
車
場
）
午
前
九
時

家
内
安
全
大
般
若
経
法
要

（
本

堂
）
午
前
十
時

厄
除
開
運
大
柴
燈
護
摩

（
駐
車
場
）
午
後
一
時

七
難
即
滅
火
渡
り
修
行

（
駐
車
場
）
午
後
二
時

奉
祝
大
も
ち
投
げ

（
駐
車
場
）
午
後
三
時

※
う
ど
ん
お
接
待

本
年
も
ご
法
礼
大
祭
を
盛
大
に
ご
修

行
し
ま
す
。
ご
参
加
ご
拝
顔
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。
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の
し
、
宛
て
名
お
書
き
し
ま
す
。

※
初
盆
の
お
供
え
・
お
返
し
、
満
中
陰
の
返
礼
、
法
事
の
粗

供
養
、お
中
元
等
で
、多
数
ご
利
用
の
方
は
宛
て
名
書
き
し
た
、

の
し
を
同
封
致
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ご
注
文
の
際
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

大般若経法要

大柴燈護摩修行

火渡り修行

奉祝大もち投げ

（平成２８年７月２１日）第７８号 ８��大師だより（年２回 １・７月発行）


